
 

産業技術総合研究所 資料 1 

令和 4年（2022 年）6月 19 日の能登半島の地震発生域の地質と活断層 

 

産業技術総合研究所 

 
令和 4 年 6 ⽉ 19 ⽇ 15 時 08 分に能登半島の北東部でマグニチュード 5.4（気象庁暫定値）の地震が

発⽣しました. 
産業技術総合研究所では，2008 年に能登半島の北岸沖で海底地質調査を実施し，海底に分布する活

断層の全貌を明らかにしました（岡村ほか，2010）．それによると，能登半島北岸の 5−10 km 沖に北
東−南⻄⾛向の活動的な逆断層が断続的に分布していることが⽰されています．それらは東から⻄へ，
20 km 前後の⻑さを持つ珠洲沖セグメント，輪島沖セグメント，猿⼭岬沖セグメント，⾨前沖セグメ
ントに区分されています（図 1，２）．すべての断層は南側が隆起する南東傾斜の逆断層で，中新世の
⽇本海拡⼤時に形成された正断層が再活動したものです． 

 このうち，⾨前沖セグメントは 2007 年能登半島地震の震源断層であったことが確認されています
（井上ほか，2007）．⾼分解能反射断⾯で，2007 年の地震に伴う変位が確認され，さらに約 15,000 年
間の地層に記録された累積変形構造から 2,000-3,000 年間隔で地震が発⽣してきたと推定されていま
す（池原ほか，2007）．また，猿⼭沖セグメントより東側では，海岸沿いに分布する低位段丘及び離⽔
⽣物遺骸群集の調査が⾏われ，最⾼で７m に達する 3 段の段丘が断続的に分布すること，過去約 1,500
年間の離⽔⽣物遺骸群集が標⾼２m 以下に分布することが明らかになっています（宍倉ほか，2020）．
段丘の年代は直接測定できていませんが，間接的な仮定に基づいた参考値として，平均隆起速度は 0.6
〜1.5m/ky，地震発⽣間隔は数百年から 2,000 年と推定されています． 
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図１ 能登半島北岸沖の活断層と 6 ⽉ 19 ⽇の地震の震央．基図は，井上・岡村（2010）．震
源位置は防災科学技術研究所 Hi-net，気象庁，東京⼤学，京都⼤学の各機関の地震観測網で得
られた地震波形データと，気象庁⼀元化処理検測値を使⽤し，hypoDD により決定したもので
ある． 
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図 2 能登半島の海陸シームレス地質図．基図は，井上ほか（2010）．2021 年９⽉ 16 ⽇の地

震（M5.1）の震央は気象庁⼀元化カタログより，2022 年６⽉ 19 ⽇の地震（M5.4）の震央は図
1 と同じである．メカニズム解は防災科学技術研究所の F-net解を⽰す． 


